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地域のホスピタリティを訪ねて

「食べること」＝「生きること」
　食べることって人が生きていくうえで一番必要なこと
ですよね。共働きの家庭が増える中、私は25年間保育
園で子ども達の成長を支える食事作りに奮闘してきまし
た。保育園で長年培った経験は今の仕事でとても役立っ
ています。
　私は人を食でもてなすこと、人と話すことが好きなの
で今の仕事がとても気に入っています。この先も続いて
いく私の人生の中で、一生現役で楽しく過ごすことので
きる今の仕事に出逢あえたことはとても幸運でした。
　

旬を大切に
　日々の料理の基本は旬の食材を使った「味」を大切にす
ることです。主菜は「魚の日」、「肉の日」とありますが、
副菜の小鉢は毎回違うものをと心がけています。保育園
での経験から栄養素に気を配るだけでなく、おいしく食
べていただくことも栄養のひとつと考えるようになりま
した。出汁のうまみを活かし薬味の持ち味を引き出すよ
うにすれば、旬の味を楽しむことができるおいしい食事
ができます。ひと手間、ひと工夫を惜しまずすることが
食事作りには大切です。お客様も心をこめて作ったもの
に「まずい」とは言われません。それより「おいしかった、
ご馳走さん」と声を掛けて帰られる方もおられ、明日も
おいしいランチを作ろうと力づけられます。

「ヨシタケコーヒー」との出逢い
　この仕事をするにあたって、こだわりのコーヒーとも
出逢えることができました。口にした時は目からウロコ
で、こんなに深くて薫りの良いまろやかなコーヒーがあ
るんだと思いました。それが「ヨシタケコーヒー」です。
一杯に手間と時間をかけて作り出すコーヒーはまさに
こだわりの一杯という気がします。

　世界初の缶コーヒー誕生から50年目。私も浜田で
「コーヒーの薫るまちづくり」を頑張っています。

いくつになっても
「チャレンジ」していたい
　丈夫な身体と心を作るバランスのとれた食事のため、
奥深い食について日々学んでいます。月1回は「浜田まち
の縁側」代表・栗栖真理さんの下で「クッキング教室」を
開いて地域の子ども達とふれあっています。旬の食材を
使って浜田の伝統料理や行事食などを子ども達と一緒に
楽しくわいわいと料理をしています。これからも子ども
達や地域の人々と寄り添いながら、いくつになっても新
しいことにチャレンジしていきたいです。「caféダイニ
ング珈琲時間」は、これからも皆さんの寄りどころとなれ
たらと思っています。

人と食とコミュニティー

　この連載が始まり３年になります。過去の「たしなむ」を
読んでみると、最初の回では私が島根県江津市に向けて出
発する際に淡路島で地震があったという話から、ＤＭＡＴ
の説明をしています。大きな被害もなかったため、どうに
か江津に夕方まで到着できたという話でした。私は関東で
育ったためか、関西人のように話のオチをつけるのが苦手
です。話を落とすことのできる人に憧れてしまいます。こ
の初回でも「江津に向かった理由は、またお話したいと思
います」とありますが、この３年間、またお話する機会が
ないまま時を過ごしてしまいました。
　当時、江津に向かったのは限界集落での様々な取り組み
を知るためでした。限界集落には様々な定義がありますが、
代表的なものとして「65歳以上の高齢者が集落人口の半数
を超え、冠婚葬祭をはじめ田役、道役などの社会的共同生
活の維持が困難な状態に置かれている集落」（大野晃、
2005年）があります。福島では原子力発電所事故に伴い、
多くの町や村が町や村ごと避難をしていますが、帰ってき
た町や村でも高齢化や集落内の人口減少が進み、町や村、
集落の機能維持が課題になっています。これはまさに限界
集落の問題と思い、さまざま調べてみると実は島根県も同
様の問題があったということを知りました。島根大学の作
野広和教授によれば、島根県で戦後、住民が住まなくなっ
た集落は少なくとも82集落あり、そのうち57集落は自然
消滅、25集落は過疎対策事業による集落移転や、ダム等の
公共事業によるもの、また自然災害で直接消滅したものと
いうことです。高度経済成長や昭和38年の豪雪の影響は大
きかったようで、福島の問題の一部はすでに島根では経験
済みであったということになります。福島の問題はさまざ
まな問題が複雑に絡みあっているのも事実ですが、そのひ
とつひとつの問題は全国にヒントがあります。江津市松平
地区では、地区内の有志によって地域づくりグループが設
立され、地域マネージャーの派遣、外部住民との交流など
を通じ、集落の維持について取り組みがおこなわれていま
す。消滅が避けられない集落については、その日までどの
ように集落をマネジメントするかという観点から「むらお
さめ」という概念での対応も検討されていて先進的な取り
組みといえそうです。
　災害医療というと特別な服をきて、がれきの中に入って
消防と一緒に医療を行ったり、放射線災害に対応するなど

のイメージが先行しがちですが、実際はとても地味なもので
す。例えば、街中で心臓が止まった人が発生した際には、
30分後に敏腕救急医がヘリで来て対応するより、直後に身
近にいる人が心臓マッサージを開始し継続することのほうが
重要です。災害も同様であり、私どものような災害医療の専
門家は被災地に行きますが、発災直後から被災地の地元の
人々がどのように初期対応をするかというところにかかってき
ます。また心臓マッサージは、医師であってもなくても、看
護師であってもなくても、誰でもできなくてはならないように、
災害医療や防災・減災の基礎は誰でも知っているのがよいで
しょう。つまり災害で地域が破壊された際に、住民自らがど
う動くかということを考え練習しておくということです。これ
はおそらく病気になったときに、病院にいって「先生にお任せ
します。好きにやってください。」というのではなく、元気な
時には病気の予防に務め、病気になった時には自分の病気を
よく理解し、医療チームと一緒に治療を進めていくというこ
とが大事であることに似ているかもしれません。
　一昨年の長野神城断層の際に被災地となった長野県白馬
村では住民の共助によって、前回全壊家屋が多かったにも
かかわらず犠牲者がいなかったということで白馬の奇跡とも
呼ばれています。普段から地域コミュニティのつながりが深
く、迅速な安否確認と救助活動が行われたとのことです。
災害に強い地域は普段からコミュニティが機能しているとも
いえ、平時の地域づくりが肝要になってきます。さて、みな
さんの住む浜田はどうでしょうか。少なくとも、このスマイ
ル＆ハートを読むと、お茶屋さんが出てきたり、地域の開
業の先生がでてきたり、旅館の若女将が出てきたり、地域
に住まう人を巻き込んだ情報共有がなされています。地域
の基幹病院が、医療機関や患者さんだけではなく地域全体
に目を向け、話を聞いているというのはそうあることではあ
りません。浜田医療センターの、地域基幹病院として地域
と共に歩いていくという、覚悟の表れかもしれません。
　「災害医療をたしなむ」　は今回で最終回になります。
2013年から３年間にわたりお世話になりました。私のほう
はもうしばらく福島の地をプリウスで疾走したいと思いま
す（写真）。
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　小早川　義貴

国立病院機構災害医療センター
災害医療部 福島復興支援室

〈最終回〉

　１９７６年千葉県生まれ。２００４年島根医科大学卒業。島根
県立中央病院救命救急センター等を経て、２０１１年より国立
病院機構災害医療センターにて災害医療に従事。厚生労働
省災害派遣医療チーム（DMAT）の教育・研修の他、現在
は主に福島県の復興支援を行っている。２０１４年４月より、
福島復興支援室勤務。
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連載

「パトカーとパチリ」

プリウスとパトカー（2014年５月、福島県楢葉町）いずれも島根ナンバーである。全国
からの警察応援は現在も続いている。（注：違反で捕まっているわけではありません。）

クッキング教室 ヨシタケコーヒー

caféダイニング珈琲時間の店内

カフェダイニング珈琲時間　代表　衣籏  孝枝
（きぬはた・たかえ）


